



























1は じめ に 本稿の課題
現代 の学生たちは、 どのような自己像 をもっているのだろうか。 自分 自身 をどの よう
に認識 し評価 しているのだろうか。
大学教師として、 日頃、それなりに彼 らとつ きあってきているはずの筆者に とっても、
世代的な隔た りもあ り、学生たちは身近なようでいて、 なかなかにとらえがたい存在で
ある。
上記の ような思い(問 題意識)を 持ち続けてきた筆者 は、 はからず も、数年前にこの
テーマを考究する上での手がか りをうる機会 に恵まれた。それは、担当授業の評価資料
の一つ として、学生たちから 「自己形成史の叙述の試み」を内容 とするレポー トを提出
して もらったことであ る。
4年前(平 成7年 度)の 前期、阪大人間科学部に入学 したばか りの一回生 を対象 とし
て、専 門基礎科 目(必 修)で ある 「人間科学概論 皿(人 間の形 成)」を担当 したが、そ
の講義内容の概略は、それを予告 した授業計画書(シ ラバス)の 記載 によれば、次 のよ
うなものであった。
「人間とは何か」 という問いは、われわれ人間にとって、 自己 自身 を考察対象 とし
たものであるがゆえに、最 も究めがたい問いである ともいわれている。この大 きな問
いに対するアプローチは人間科学の諸分野 に応 じて極めて多様であ りうるが、本講義
においては、人間科学 としての教育学の立場か ら、人間の問題 をとりわけその 「生成」
と 「形成」 とい う基本的 な視点か ら考察 してみたい。 ヒ トが人になる(生 成)と 、 ヒ
トを人にする(形成)とい う二つの相(アスペク ト)のもとで人間 を探 究 しようとする
点に、教育学 ない し教育人間学の基本的な特質があると思 われるからである。 この二
相の統合的視点 における探究の重要性 は、人間の問題 を考 えるにあたって、系統発生
的に も個体発生的にも当てはまるであろう。
本講義 においては、まず、人間の生成 と形成とい う問題 を、固有 な生物種 としての
人類の誕生 と発展の問題 として、地球上における生命の全歴史の中に位置づけて、い
わば自然史的に考究 してみたい。 ヒ トが霊長類 の共通の祖先から分かれて、いかにし
4て人類 としての独 自な道 を歩み始めたか。そのことを可能に したのはいかなる諸条件
であったのか。その過程で、 ヒ ト(人類)は いかなる諸能力 を獲得 し、いかにして固
有 な文明世界 を築 きあげなが ら、いかなる社会的 ・文化的 ・人格的 な存在にまで自ら
を形成 して きたのか。そのさい、現代文 明の危機を念頭 に置 きつつ、母なる自然 との
共生 ・共存 とい う重要な課題 を考察す る必要があろ う。
次 には、現代社会における人間の生成 と形成の問題 を、 とりわけ個人の人生史(ラ
イフヒス トリー)の 課題 として問い深めてみたい。人はだれで も、その両親か ら固有
な遺伝 的諸要因を受け継 ぎながら、それぞれに特有 な環境的諸条件の もとでその生の
営み を始める。その意味で、あ らゆる個 人の人生は所与 の要因や条件を出発点 として
いるのだが、そのような被規定性に もかかわ らず、人間はそれぞれ自己のかけがえの
ない人生 において真の主人公 とな りうる といえるのであろうか。現代 は生涯発達の時
代 であるともいわれ始めているが、 このような課題状況 を意識 しつつ、上のような根
本問題 を取 りあげ、人間の主体的で創造的 な自己形成の可能性に焦点をあてなが ら、
人間の生成 と形成のダイナ ミズムの問題 として、人間における発達 と教育 との基本的
かかわ り合いの課題 として、考察 を進めてい きたい。
実際 に行 なった講義の内容 はいささか不十分な ものであったが、夏休 み直前の講義 日
に、評価資料の一つとして、次のようなテーマの レポー ト課題 を提 出した。分量は2000
字程度(上 限な し)と し、形式(用 紙、縦書 き ・横書 き、手書 き ・ワープロ書 き等)は
自由 とした。
これまでの自分の人生の歩み をふ りかえり、現在 の自分 をつ くってきた諸要因につ
いて考察 しなが ら、「自己教育 力」の形成 とい う問題 をもふ くめて、自己形成史の叙
述 を試みなさい。
レポー トは、9月 の最初の講義 日に提出 してもらった。事情により、その 日の提 出が
間に合わずに、若干の遅れで郵送されてきた もの もあったが、一回生142名(男子60名、
女子82名)のうち、提出 しなかった者 は男子1名 だけで、総数141通のレポー トが集 まっ
た(女 子の うち、1名 は台湾か らの留学生)。なか には4000字以上書 く学生 も相 当数い
たので、400字詰め原稿用紙に換算す ると、総計750枚をこえる分量のレポー トであった。
受 け取 ったその 日か ら早速に読み始めたが、その記述内容に強 く引 き込 まれた。まず、
多 くの学生たちが提示 された課題 に真摯 に取 り組み、自分 の人生史におけるプライベー
トな事柄 について までオー プンに表現 して くれていることに驚 きにも似た感1青を抱か さ
れた。現代の若者に対 して 「しらけの世代」 などとい う形容がなされて久 しいが、その
ような風評 とは非常 にかけ離れた感 じのものであったからである。 レポー トの内容 は、
第三者の他人である教師が読 むということをほとんど意識 していないのではないか とさ
え思 われるものが多かったが、それだけに、一学期 間、講義の場で接 してきただけの関
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係であるの にと、彼 らが寄せて くれた信頼 に感謝 したい気持 ちでいっぱいであった。
大教室で教壇か ら見渡 しているときには、同 じ大学の同じ学部に集まってきた同学年
の学生たちとい うことで、一見均質な集団の ように見受けられたが、 レポー トを読み進
む中で、当然の ことなが ら、実際 には、一人ひ とりが異なる独 自な人生 を歩 んで きた個
性的な存在であることが強 く感 じられるようになった。 まさに十人十色 であ り、百人百
色である。 しか し、そこには同時 に、現代 に生きる若者 として何 らかの共通 な傾向性 と
もいうべ きものが有るかもしれない とい う思い も否定で きなかった。
これ らの レポー トを資料 に して、それ を分析 し解釈することによって、筆者は学生た
ちの形成的 自己像 を捉 える試みを してみたい とい う願望を抱 いたが、彼 らが学部に在学
中である問は、何か心理的ため らいのようなもの もあ り、実行 に移す決心がつ きかねて
いた。 しか し、今春(平成11年)、彼 らのほとん どが卒業 し、新 しい世界 に旅立っていっ
たことを機 に、上記の課題 に取 り組んで もいいのではないか と考え られるようになって
きた。それゆえ、本稿においては、プライバ シーに抵触す ることのない ように留意 しつ
つ、上記のテーマについて論究 してみようと思 う。
そ もそ も筆者が一回生の学生たちに 「自己形成史の叙述の試み」 とい う内容の レポー
トを課 したのは、 「人間は、発達の過程 にあ るもの として自分 自身をとらえないかぎり、
自己を正 しく理解することがで きない存在だ」1)とい うテーゼに導かれての ことである。
これは、戦後西 ドイツの代表的教育学者の一人であったハ インリヒ ・ロー ト(Heindch
Roth,1906-1983)2)が主著 『教育人間学』第H巻 において書 き記 した言葉 であ るが、
彼 はまたその少 し後 で次の ようにも述べている。「人間は自分 自身の伝記 をよりよ く理
解することによって、 自分 自身の確固たる主人公 になることも可能 となり、自己の使命
および行為能力 をもつ人格 としての自己のアイデンテ ィテ ィーを発見することもより容
易 となるのである」3)。
周知の ように、 アメリカの精神分析家エ リクソン(EdkH.Edkson,1902-1994)が
独 自なライフサイクル論の重要 な部分 として提起 して以来、 アイデ ンテ ィティーの確立
は青年期の重要な発達課題である と見なされてきたが、大学の一回生は まさにその課題
に直面 している人生段階にあるといえよう。それゆえ、 このような問題性 を意識 しつつ
考察を進めていきたい。その際、学生たちが感 じ考えている内容 をできるだけ正確 にと






およそ40億年 ほど前、地球上 に最初の生命が誕生 して以来、生命は、個体か ら個体へ
と遺伝情報 を受け渡 しつつ、環境 の変化 に立 ち向か う仕方で、長い進化の道 を歩み続け
てきた。500万年ほ ど前、一生物種 としての人類が共通の祖先 をもつ大型類人猿から別
れて独 自の道を歩み始めてか らも、この生命 の大原則 からはずれることはなかった。
今世紀の後半 に入 り、遺伝情報を担 う本体であるDNA(デ オキシリボ核酸)の 構造
が発見 されて以来、遺伝学は分子生物学 レベ ルでの飛躍的な発展 を遂 げ、今や人間の全
遺伝情報の解読 というところまで きている。 さらに、人間の遺伝 については、発達心理
・学の分野を中心 に、双生児研究な どを通 して、相当精度の高い解明が進め られてきてい
るといってよい。
さて、人間形成の問題 を考 える場合、遺伝的要因は、個人の生 にとって、出発点にお
けるいわば前提的な所与 とい うべ きものであろう。それゆえにとい うべ きであろうが、
自己形成の要因としては考察対象 として意識 に上 りに くい性質の ものなのかもしれない。
実際に141通の学生のレポー トの うち、遺伝的な要因 について明示的 に言及 していたの
は10通に過 ぎなかった。これは意外 に少ない数 だと思われるが、その一因は、課題文 「…
…現在の自分をつ くってきた諸要因……」のうちの下線部分の表現にあるのか もしれな
いo
学生たちの 自己認識の内容 を知るため、代表的な例 をい くつか引用 してみたい。
まず は遺伝的要因の役割 を率直に認めている例。
「人は遺伝子 とい うもののために、生まれてきたとき既 にい くつかの人格が決定 されて
いるのである。父方、母方の遺伝子 によって、両親に きわめて類似 した人格 を私 は受け
継いだと思 う。」(男子)
「小 さい頃か ら18歳の今 日まで、私 という人間の基盤 となっているのはやは り遺伝 的な
性格(性分)であると思 う。気 の強さ、怠 け者の割 に負 けず嫌いなところ等 々、私の性格
は父にそっ くりなところがた くさんある。顔が似ていると気性 まで似 るのかどうかは知
らないが、私は顔 同様 、気質 もどちらかといえば父似である。おそ らくこれは一生不変
だろうし、私が将来子供 を産んだ ら、また似 た気質 をもった子がいるだろ う。」(女子)
「私の父 も短気であるので、私が短気であるのは遺伝的要素があるのかもしれない。」(男
子)
次 には、遺伝的要因 といわゆる環境的要因の両方 を挙げている例 を引用 してみる。
「私 と妹 とは一卵性双生児で(中 略)双 子の妹 と性格的 に似通っている部分は多々ある
と思 うが、似 ていない部分 も多少ある。 この ことか ら性格 は遺伝的なもの も、環境 によ
るもの も持ち合 わせていると感 じる。」(女子)(コメン ト:自 身が一卵性双生児の片方 と
して成長 して きた体験 をふまえた発言 には一定の重みがあるように思われる。)
以下に引用する二例 は最 も典型的な代表的意見 とみな してよい ものである。
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人間の性格 を形成する要因には大 きく二つの ものがあると述べた後で 「一つは、親達
か ら遺伝 とい う形 で伝 え られた もの、先天的要素である。(中略)し か しまた、性格 は、
生育環境や周囲の人間関係 などによって様 々に変化 しうる。これ らを後天的要素 と呼べ
るだろう。人は、成長 してい くにつれ、その性格 によ り大 きな違いが出て くることか ら、
後者 は前者 をしの ぐ程 の影響力を持つことがわか る」 と記 している。(女子)
「私が生 まれてからこれ まで成長 してきた中で、一番私 に大 きな影響 を与 えているの
はやは り両親である。単 に顔つ きが似 ているというだけではな く、話 し方、考え方、性
格 まで もどこか似 たところがあるようだ。 これらが どこまで遺伝 的なもので どこまで環
境的なものかは定かではない。顔つ きなどは多分 に遺伝的な要素が強い と思 われるが、
性格 に関 しては、これは遺伝するものだろうか。 もしくは両親のつ くる家庭の雰 囲気で
あるとか、環境的な要因であることも考えられる。私 はどち らか とい うと後者 をとりた
い。 もし私が生 まれてからす ぐ両親 と離 され、まった く別の環境で育っていたら、まっ
た く別の性格になっていただろうと考 えるからだ。」(男子)
上記の二例はいわゆる遺伝的 ・先天的要因と環:境的 ・後天的要因の二つ を挙げつつ、
人間形成(性 格形成)に おいては後者の相対的な重要性 を強調する ものであるが、現代
の学生たちにおける最 も典型的な見解 を示 しているものと評定 してよいであろう。
皿 家族
人間形成の規定要因 を問題にする場合、通常、上に述べ た 「遺伝」 とともに挙げられ
るのが 「環境」 という要因であろ う。 しか し、 この環境 とい う概念はきわめて多義的か
つ包括的な概念 であ り、それを使用 して論述を進 める場合、その意味内実 ない し意味範
囲をその都度 きちん と規定 しなければな らないと思われる。
人間はだれもある特定の環境条件の下に生 まれ、育つ。ある家族、ある地域社会、あ
る国、ある歴史的な時代等 々であるが、環境 とい う語には、 まず専 らこのような意味で
の 「生育環境」 を指す という狭義の用い方がある。 この場合の 「環境」は、遺伝 と同様
に、個人にとっては選択の余地のない、所与のものといえるであろう。 と同時に、人間
形成 にかかわる生物学的 ・遺伝的な要因以外のすべてを環境 という一語で表そ うとする
きわめて広義の使われ方 も見 られる。 しか し、例 えば友人 との関係 を想定 してみた場合、
その間に生 じる相互生成ない し相互形成 とい う力動的な事象 を理解するには、環境 とい
う、いささか静的なイメージの強い概念では不十分だ と、い うべ きであろ う。 また、 「環
境 を変える」 という表現に込められたような、発達主体 としての個人にとっての選択の
可能性 とい う問題 も入 って くる。
以上の ような使用状況を考慮 し、本稿ではこの概念 を用いることは しないで、人間形
成史の一般的な順序 に従 い、その要因 として具体的に家族や学校 などの順で考察 を進め
いてい きたい と思 う。 まず家族 を取 り上げるが、自己形成の基本的要因 としての家族に
8ついての学生の意識を示す典型例を引用 してお こう。 「この家族が、私 を形成 した、最
も基本的で最 も普遍的な要因である。慣れない環境の中で神経 をす り減 らして帰 って く
る私 を暖か く包んで疲れをいや して くれたのも家族であった し、時には厳 しく、 しつけ、
教育 して くれたの も両親、特 に母である。子供の頃にはただ意味 もな く怒 られていると




「最 も私 と深 く関わり、私 の人格形成 に影響 を与えた人は母だと断言で きる」 という
一女子学生の言葉に端的に表 されているように、人間形成にとって、一般 に母親か らの
影響や母親 との相互作用 はきわめて大 きな位置 を占めているといえるであろう。
「たいていの場合、生 まれてから幼稚園に入るまでの子供 に対する影響力が一番大 き
いのは、家族、特 に母親 だろうと思 う」(女子)と い う認識に示 されているように、一般
に人間の生涯を考えた場合、その出発 の時期である乳幼児期(胎 児期 を含 めて)に おい
て、母親 とのかかわ りは きわめて密度の高いものであるといえる。 しか し人間の記憶が
明確 なかたちで遡れるのが、通常 は、せいぜい4・5歳 位 まで と言われていることとも
関連 してか、学生たちの レポー トにおいて も、乳幼児期における母親か らの形成的影響
についての具体的な記述 はあま り見 られなかった。
さて、母親に関する記述内容 を読んでいて最 も印象深 く感 じたのは、女子学生の場合
がほ とん どなのであるが、母親 を人生における同性の先輩 として尊敬 し、肯定的ない し
理想的なモデルとして捉 えている ものが少な くない ことであった。 しか も、そのような
娘の尊敬の対象 となっているのは、 ほとんどが職業 を持 ちつつ子育てをおこなって きた
母親である点に特徴が見 られる。代表的な例 をい くつか引用 してみ よう。
「19年間を通 じて私に最 も大 きな影響 を与 えて きたのは母である。母は主婦であ り、
店の経営者である。スポーツ好 きで、読書が趣味。人の好みが激 しく、 しんどくても無
理 をして しまう。 これはそっくり私 にも当てはまる。私たちは性格がそっくりなのだ。
(中略)母 は 『出来ないことはない』 と豪語す る強い女性である。母のおかげで、私 は
早 くか ら女性の 自立 について考 えるように もな り、 自分 に も強 さを求める ようになっ
た。」(女子)
「母 はまじめな人で、仕事 は助産婦 をやっているのだが、仕事 に熱心である。小 ・中
学生の頃私ががんばっていたのは、母の影響 もあるか もしれない。」(女子)
「私の母親は看護婦 をしてお り、いわゆる共働 き夫婦である。(中略)当 時の私の 目
には、働 いている母親の姿はとて も新鮮 に映 った。て きぱ きと仕事 をこな し、指示を与
える母親は、他の同 じ年代の女性 とは一味違 う雰囲気 を漂わせてお り、実際の年齢 よ り
も若々 しく見える。私はそんな母親 を誇 りに思っている。また、帰宅 して家に誰 もいな
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い と、やは りさみ しさを感 じたが、母親の愛情が足 らない と思 うことは全 くなかった。
逆に、普段ずっと家 にいない分、私の中での母親の存在感 は非常 に大 きいものになった。
それは現在 も変わっていない。家庭で見ることので きない母親の一面 を見 たこと、他の
友達 より接する時間は短 いけれ ど、その分多 く愛情 を注いで くれたこと、この2っ の こ
とは、私に確 固たる母親への尊敬 と愛情 を抱かせ る原因となった。」(女子)
また、母親がさまざまな関心へ と導いて くれた とい う精神的影響 を述べ ている事例 を
二つ挙げておこう。
「自己形成への影響や刺激 を与 えて くれた人はとい うと、 まず両親があげ られる。(中
略)特 に私の場合、母が心理や教育 に関心 を持 っている人であったので、関連す る新聞
記事や本などについて、話 をした り、勧め られた りしてきた。例 えば、私 にかな りの浸
透力があったのは、河合隼雄 さんの本や読み ものである。」(女子)
「その多 くは教師をしている母が話 して くれた ものだが、障害者問題や在 日朝鮮人問
題な ど社会の矛盾に気づ きは じめたの もこのころである。これ まで与 えられた ものだけ
の中で生 きて きた私に とって、この中学校時代 の体験 は直接 今の私 につなが る もの と
なった。」(男子)
次に、以上のような肯定的諸例 とはいわば対極にある ものとして、母親に対す る批判
的なまなざしが示 されている例 をい くつか挙げてみたい。
まずインパ ク トが強かったのは、一男子学生の レポー トであるが、それは、幼児期 に
おける象徴的なエ ピソー ドか ら始 まる。夕食の準備 に際 して、手伝いを命 じられた彼が、
母親 の期待通 りに動 けなかっため、母親が ヒステ リックな怒 りを爆発 させ、暴力 を振
るった うえ、幼い彼 を冬の戸外 に放 り出 した。その間、必死の思いで助 けを求めた父親
はへ らへ ら笑っているだけだった、 という。 この事件 を振 り返 りつつ、彼 は 「『母親 よ
り優れた体力 と知力 を持ちたい』 という願いが私 を強 くさせま した。中学になってやっ
とたたかれることがな くなったあの 日、私 は本 当に幸せでした」 と述懐 し、さらに総括
的に次のように述べ てい る。「フロイ トの説 に、エデ ィプス ・コンプ レックスがあ りま
すが、私 にとって母は常に戦 うべ き強大な敵であ り、決 して恋慕の対象 とな りませんで
した し、父は無力 な存在で した。 しか しこの状態が私 を少々ダメにしたのは確 かです。
(中略)精 神は とて も不安定なのです。」
これ も男子学生の レポー トだが、自分の性格特性 として 「短気」 を挙げ、その形成要
因 として、「私が幼い頃、母はか な りヒステ リックな性格だったか ら、それが影響 して
いるか も、 と思 う」 と捉え、 さらに 「反骨精神」 とい う特徴 の由来 について、 「この性
格が どこか らきたのか考えてみると、母 と強 くつながる。私が幼い頃、母は非常 に厳 し
く、専制君主の ようだった。その幼い頃の不満が、私が母 より大 きくなって一気 に噴出
し、反骨精神 につながったのでは、 と思 う」 と解釈 している。
次 には、母親 をいわば反面教 師と見立てて自己形成 を試みてきたという例を挙 げてみ
たい。これ も男子学生であるが、「消極的な面がある」 ことを自分 の性格の特徴 として
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指摘 し、その形成要因について次の ように考察 している。「私の親、特 に母親は非常に
強引で、気の強い人であった。幼少の頃か らそのような態度の下で生きて きた私は 『そ
んなに強引にするのはよくないことだ』 との考えを抱 きはじめ、強引さを受けている相
手の人の方を気づかった り、周 りの人 目を気 にするようになっていた。 こうい うところ
か ら私 の母親 とは逆の消極性が生 まれたのだろう。」
これは女子学生 のレポー トである。「幼い頃か ら、私は よく母の苦労話を聞か されて
きた。(中略)そ の話の 中にある母 自身が選んだ人生に対する後悔 の思 いに、ず っと反
発 を覚 えていた。(中略)母 のすべ てをネガテ ィブに悲観 的に考える姿勢に疑問 を感 じ
たのだ。母の立場のつ らさなどを比較的理解 しは じめて きた今 も、その思 いだけは変
わっていない。だか ら、 よい意味で も悪 い意味で も私は楽観的 に生 きようとしているの
である。」
2)父親
学生たちの レポー トを読む限 り、父親 に対 しては批判的 ・否定的な ものが多かった。
とりたてて父親を尊敬 している もの、父親か らの肯定的な影響 に言及 した ものは見あた
らなかった。代表的な事例 を2つ 挙 げてお こう。
「昔 から、両親がけんかをす るのは何度 も見て きたのですが、まだ どち らが悪いかの
判断 もつかず、ただ怖がっていただけで した。 しか し成長す ると両方の言い分 を聞いた
上で、どちらが悪いかというのは明 らかにわかるようになりました。主な原因は、父親
が母親 にだまって多額の借金 をしていた り、浮気 を していた り、私はこれで父親 を尊敬
できな くな りました。(中略)私 の父親は何度 も同 じことを繰 り返す人です。その度 に
母が苦 しんで きました。」(女子)
「あま り身内の恥は話 した くないんですけど、今の僕の性格の大部分 を決めた要因で
すか ら、 どうして も外せません。父親は一言 でいうと外道です。大酒飲み とかギャンブ
ル狂 とかいう訳で なく、一流会社のサラ リーマ ンなのですが、 どういう訳 か道徳的な感
情がポッカリと抜けていて、家族に多大 な迷惑 を与 えました。特 に母親は最 も苦労 し、
そのせいか昨年重病 にかか りました。僕 も自然 と皮肉屋 になっていました。(中略)非
行 に走 らなかったのが不思議 な位 です。」(男子)
以上の他、父親 についての記述を二つ だけ引用 してお きたい。
「父 については、ひどくしかられた記憶がおお く、怖い存在である。だか ら自然 と、
で きるか ぎり父 とかかわ りた くないと考 えて しまう。」(女子)
「親、特 に父親 であるが、非常に甘やか して育て られたように思 う。(中略)自 分は
偉いのだ、という自惚れだけがあったが、それは、やは り父親のおかげのように思 う。
家庭の中で、いつ も 「お前は偉い、他の人間とは違 う』 という、一種のマイン ドコン ト
ロールの ようなことを言 われ続 けていたのである。(中略)私 は非常に ワガママな女王
サマだった。」(女子)
世の中には尊敬 に値する父親 もいるはずだと推測 され るが、 もしその ような父親がい
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たとして も、その存在はいわば当然のことで特別に書 く必要が感 じられないのだろうか。
いささか不思議な気 もする。
3)両親 との関係
子 どもにとって両親 との関係で最 も重要で本質的な点は、その存在 をあるがままに受
容 し、全的に認めて くれているか どうかということにあ るように思われる。その ような
視点から学生たちの レポー トを検討すると、この要件が欠けている場合、あるいは少な
くとも子 どもがそ う意識 している場合、子 どもの人間形成において、深刻 な葛藤や不安
が生 じることが読みとれる。
女子学生の レポー トか ら。「親 と暮 らしていた頃は、自分は親か ら愛 されていない と
感 じていた。 もちろん親 にしてみれば、 自分の子 として愛情 をもっていたのだろう。 し
かし、幼い子には伝わ らなかったようである。彼 らは、私 に大人である ことを求めた。
(中略)何 で も自分でするようにしつけられ、親に甘えた記憶はない。(中略)自 分の中
にある、失敗を極度 に恐れるあまり、最後に一歩 を踏み出せない消極性 と、人の顔色 を
うかが って行動 を変 える傾向 は、 この時期に形成 されたと思 う。(中略)自 分 の親か ら
愛 されていないという、子 どもに とって絶望的な考えを否定するため、彼 らは自分の本
当の親ではないと思い こみ、自分 の立場の正当化 をはか った。 しか し、事実は事実であ
り、彼 らは紛れ もな く自分の親である。『自分の親か らも愛 して もらえない、駄 目な人
間』 とい う劣等感は、今で も根強 く残 り、 自分 を卑屈 に している。」
類似 した内容の ものを もう一つ引用 してお こう。「私の両親 は、よ く大人が子供 に対
してす るようにベ タベ タはせず、 どこか冷めた、距離を置いた態度で娘 に接 していた」
が、「どこか満たされない思いが、(中略)ひ っそ りと胸の奥 に潜み続 けていた」のであ
り、「そのことを徐々 に意識する ようになった理由は、両親(と いって も主に母親)が
決 して褒めて くれ なか ったということである。それどころか、欠点 をあ らい ざらい指摘
し、なるべ く自分 に対 して自信 を持 たない ようにしむけるのだった。傲慢 にな らないよ
う、 自分に対 して謙虚 になることを教えて くれているのだとは、小 さい頃は思いもしな
い。ただただ、自分を認めて欲 しかったのである。子供 にとって、親が 自分の努力、実
力を認 めて くれることは、大変な喜 びであ り、何にも勝 るものだ と思 う。 しか し、その
経験を持てなかったために、他者 との関わ り合いにおいて極度の疎外感、劣等感、自己
嫌悪を感 じるようになってしまった。そ して、必要以上 に自分を卑下 し、自分 を痛 めつ
けるとい う、い くぶん不安定な性格が形成 されたのである」(女子)と 記 されている。 こ
の魂 の叫びに耳 を傾 けたい。
2,兄 弟姉妹
人間形成 ない し人格形成のあ り方 は、家族構成 における兄弟姉妹関係 によって強 く影
響 され るといわれている。
その ような意味で、学生たちの レポー トにおいても、当然 なが ら兄弟姉妹関係におけ
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る多様な事柄 を重要な 自己形成要因 として取 り上げているものが少 な くなかった。
三年次の春 に提 出された 「個人調査票」 によれば、現代の核家族化の動向を反映 して、
自分 を含めての2人 兄弟(以 下、「兄弟姉妹」 を 「兄弟」で代表 させる)が一番多 く55%
強であ り、次が3人 兄弟が3596強、 この2つ を合わせて90%を越え、後 は急 に少 な く、
一人っ子が6%未 満、4人 兄弟が3%未 満 であ り、それ以上の兄弟数 を記 した者はいな
かった(若 干の未提出者がいるので、以上の数字 は正確な もの とはいえないが)。
兄弟関係の様態 とそれが個人の人格(人 間)形 成に及ぼす影響 もまさに千差万別であ
るが、学生たちの記述内容 を甚斗酌 し、敢えて類型化 しつつ、共通の傾 向性のようなもの
を引 き出 してみ よう。
まず、第一子の長男 ・長女 として生育 した者であるが、一家の最初の子 どもとして大
事に育てられ(し ば しばいささか神経質なほどに)、弟や妹が生まれ ると、周 りの大人
たちか ら兄や姉 としての役割が期待 され、年齢差 などにより、若干の葛藤 を経験 する場
合が少な くない ものの、多 くは、兄的ない し姉的 な役割取得 を達成 しつつ、次第に弟 ・
妹たちの手本 となるという価値意識 を内面化 してい く。典型的な例 を2つ ばか り挙げて
おこう。
「私には1つ 年下の弟がいる。おかげで私 はす ぐに母親 を弟 と共有 しなければならな
くなった。母は私 をよい姉で弟の面倒 をみていたというが、私 はその頃弟 に妬みに似た
気持 ちを抱いていたことを覚 えている。本 当にかわいい と思って面倒 をみたのは4つ 年
下の妹の ときか らである。(中略)私 が長女であ り、下の子の模範であることを必然的
に要求 されたこと、父方の初孫であ り、期待 を多分に受けていたことも、今の私 を作っ
ているだろうと考える。私 は"良 い子"で いることを望 まれていた し、 自分 もそ うであ
ろうと小学4年 頃 までは思っていた。」(女子)
「私は長女 として、第一子 として誕生 している。非常に甘 えん坊 であ り、かわいが ら
れた記憶がある。2才 の時に妹が生 まれた。これが、私の自己形成における最初のポイ
ン トになると思 う。(中略)今 まで は周 囲の人々の注 目も家族の愛情 も独 占 していたの
が、そうではな くなる。"お姉 ちゃん"と いう目で見 られるようになる。この周 囲の変
化 によって、私 自身が変化 させ られていったように思 う。 しっか りしなければ、手がか
からない ように しなければ、幼いなが らにこんな意識があった と思 う。そ してこのこと
が、保育園か ら高校 までの"し っか り者"と しての私の基盤 となったと考 える。」
次 には、上記 と対照的な末 っ子の場合であるが、同 じ末子で も、兄弟数が2人 と3人
以上の場合 とでは異なる面 があるようである。後者の場合が、いわゆる典型的な末 っ子
気質が形成 されることが多 く、甘えん坊ではあるが、兄姉たちか ら自然に学びながらの
びのびと自分の道を歩むというタイプが少 な くない。子育てに慣れた両親のゆった りと
した態度 による面 も大 きいであろう。前者 の場合は、兄や姉 との一対一の関係が人格形
成要因 として大 きな意味 を持つことが多 く、兄 ・姉を手本 にしたり、ライバル視 した り、
時には親か らの差別的評価 により、強い葛藤 に落ち込む場合 もあるようだ。
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後者の事例 を一つ。「私は末 っ子の3番 目 として姉、兄の次 に生 まれ、家族 と出会 っ
た。実は、 もう子供は2人 でいい という父 を、母が説得 して私 を生んで くれた らしい。
母が言 うには、姉 と兄 にはこわごわの育児だ ったが、3番 目の私の時は赤ん坊のかわい
さをかみ しめて育てたので、育児を辛い、しんどいとちっとも思 わなかったそ うだ。(中
略)私 の姉兄 は2人 とも常 に前向きで、 自分の力で自分 の道をさっさと切 り拓いて進 ん
で行 く人だ。私はいつ もこの2入 か らいい刺激をうけて自分の原動力 としてきた し、きょ
うだい同士で互いに影響 し合 ってきた。何かあれば3人 で相談 し合 って解決することも
多かった。この2人 がいなければ、今の自分 はもっと視野が狭 く、自信のない人間になっ
ていただろう。この姉兄 こそが、私の自己形成力を促 して くれたのだ と思 う。」(女子)
前者の事例 を3つ 。「私が成長する過程で最 も大 きな影響 を与 えた ものは姉である。
幼い頃から上昇願望 というのか、負 けん気が強かったが、その根底 には、姉 に負 けた く
ない、 とい う気持 ちがあった ような気がする。(中略)私 の姉は3つ 年上で、幼少時の
3つの年の差 は絶対的なもので、優等生であった姉 はライバルであ ると同時 にあこがれ
で もあ った。」(女子)「兄は私 よ り2つ 、人生の先輩 となる。つ まり、私が これから歩む
人生の道 を先 に歩いて くれるわけだから、かな り妹 としては兄の影響を受けざるを得 な
い。(中略)兄 弟 は最大 のライバルである、 と言われるように、私 も常 に兄 を意識 して
いたように思われる。(中略)兄 を頼 りに していなが らも、負 けた くないとい う、妹特
有の性格の典型である と思 う。」「私には4才 離れた兄がいて、私 に多大 な影響 を与 えた。
ず っと家に居 て兄について回っているうちに、私は兄 と話が合 うようにするため杜会に
興味 をもつ ようにな り、読書好 きの兄 に影響 されて今では読書が好 きになった。社会に
対 しての興味の対象 は今では兄 と違 っているが、兄がいたお陰で私 は社会に興味 を持 ち、
その社会を構成 している 『人間』 と言 う存在 に興味を もつようになった。そ して今私 は
『人間科学部』 にいるのである。もし兄がい なかったら、私は人間に興味 をもつことも
な く、『人間科学部』に在籍することもないだろう。」(男子)
さらに、前者のうち、葛藤 の事例 を2つ 。「片付けで も、料理で も、兄が年上なだけ
に上手で、いつも比較 され、兄 をねたま しくさえ思った ものである。何 とかほめてもら
お うと、毎 日必死 であった。」(女子)「私は次男であって、私 の兄はそれなりによくで き
た兄であった(こ れが私 にコンプレックスのようになって、今の私 に大 きな影響 を与え
ていることもまた一つの要因であるが)。親 もたいていの ことは兄が先 に経験 をしてか
ら私の番が くる(例 えば受験 などは特 に)の で、兄には力 を入れて、私 の時にはその要
領 を心得ているので適 当に済 ませているとい う感 じが している。」(男子)
次 には、3人 以上の兄弟で真ん中とい う事例。 この場合はやはりある種のた くましさ
が形成 されるようである。性別の順 もあるが、特にすべ て同性の場合は、典型的ないわ
ゆる次男的ない し次女的性格 を持つ ことが多い と思われる。3兄 弟の真 ん中という典型
的な事例 を2つ 引用 してみよう。「私は三人兄弟の次男 として生 まれた。無論私が生 ま
れた時点では、二人兄弟であるが、生まれた時からいる兄の存在は、私 に子供の世界で
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いかに生 きてい くか、 とい う子供 にとっては最重要な問題 に対する手本 と、動物的な子
供の世界 で、守 られながら生 きてゆ くことがで きるとい う大 きな安心感を与えた。そ し
て、弟が生 まれた。 しか し、その時兄が私 に与えて くれた ものを同 じように弟 に与 える
という考 えは浮か ばず、漠然 とした不安感 と危機感が心 に広が った。(中略)か くして、
我々兄弟三人の生活がは じまったが、三人兄弟の真ん中 とい う私の立場上、両親から注
目され るのは、兄 や弟に比べ て少 ないように思えた。実際のところは、両親は我々三人
に分 け隔てな く愛情 を注いで くれたが、 このような環境の中で、私 の日々の最大の関心
事は、いかに両親の愛1青を独 占す るか、 ということになった。それは、兄弟げんかやい
たずらといった形 になって表 に現れた。」「私 は三人姉妹 の真ん中になるわけだが、これ
は自己形成 においてかな りの働 きをしたのではないか と思 う。真ん中とい うのは誰かに
対 して上の立場で も下の立場 でもある。だから私 は幼い頃か ら姉妹 の聞で命令する立場
もされ る立場 も、教 える立場 も教 え られる立場 も体験 していたわけである。」兄弟関係
が人間が最初に経験する社会関係であるといわれるが、 これ らの事例はこの ことをよ く
物語 っている ように思われる。
終 わ りに、特殊な兄弟関係 といえる一卵性双生児の事例を取 り上げてみよう。 この学
年には、一卵性双生児の片方が、男子 ・女子 ともに一人ずついる。 もう一人双子の男子
学生がいるが、明記 されていないので、一卵性か二卵性かは判明 しない。典型的な事例
として、男子学生の記述を引用 してみ よう。「一卵性双生児 として生 まれたことが僕の
歴史の中での最重要項 目である。今 までの19年間で、親 と一緒 にいた時間よりも双子の
弟 と一緒 にいた時 間の方がはるかに長いであろ う。 したがって、僕が一番影響 をうけて
きた人物 は弟であろう。僕 と弟は他の子 どもよりも早 くしゃべ り始 めたそうだが、もち
ろん僕 と弟 の会話 だった。(中略)二 人は同 じ幼稚園、小学校、中学校 へ と進む。幼稚
園に入って まもな くは、あま り他の子 らと遊ぶことが なく、二人で遊ぶことが多かった
ようだ。現在で も僕は人見知 りす るタイプであ り、友達になる タイミングがなかなかつ
かめず困っているが、これは僕 には生まれたときか ら 『親友』の ような弟がいたために
友達 をつ くる必要 に乏 しか ったか らだ と思 う。」一卵性 の双子でない他 人にはなか なか
うかがい知ることので きない特有の世界があるのであろう。
なお、一人っ子 の事例 において、特 に兄弟がいないことへの欠如感の ような ものに触
れた者はいない、 という点は注目に値することかもしれない。
3.祖 父母
核家族化が進んでいる現代であるが、学生たちの 「個 人調査書」 によると、約20%が
祖父母 と同居 しているようだ。父母が共働 きのため、幼児期 を主に祖父母 に育て られた
とい う事実を記述 したレポー トが2点 あった。「私の最 も古い記憶 による と、私 はたい
へんなおばあちゃん子 だった。家族は、父、母、姉、祖母 と私の5人 で、両親 は働いて
いるため、父母 といる時間よ り祖母 といる時間の方が長 く、姉 と私の両方の面倒 を見て
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くれたの も祖母だった。」(女子)「私の生 まれた家庭は中学校教諭の父 ・小学校教諭の母
・衣料品店経営の祖父 ・英語塾経営の伯母の4人 に私 を加 えた5人 家族 であった。幼児
期の私 はこの家庭の中で甘やかされて育て られた。父と母が共働 きで家庭 に帰 って くる
のが遅かったために、私 は普段 より家にいた祖父と伯母に育て られた。」(男子)
筆者 は、高齢化 と少子化の進行する現代社会においては、親子の世代 を一つ飛び越え
た祖父母 と孫の世代 間における精神的な交流 ない し紐帯が重要な課題だ と考え始めてい
るが、 レポー トを読む限 り、そのような事実 に言及 したものは見あたらなかった。現代
の若者 たちには、 自己形成の一要因として、祖父母の世代 からの影響 を挙げるというよ
うな事実や認識 はな くなっているのであろうか。考えてみたい問題 である。
なお、大家族制度がほぼ崩壊 した現代 においては、伯父(叔 父)や 伯母(叔 母)が 同
居 しているということ自体が非常 に稀になってお り、 したがってかな り以前には見 られ
たような精神的な影響 も少な くなっていると推察されるが、上記後者の レポー トにおい
て 「伯母が毎 日の ように本 を読んで くれたことは私に広い分野への興味を抱 かせ、その
ことが現在の読書好 きの私 を創 ったと考察できる」 と述べ られているのが、この ような
事実の存在 を物語る唯一の事例である。
w学 校
子 どもは乳幼児期 を主に家庭 という場で家族 との関わりの中で生活 し、成長 ・発達 し
てい くが、満6歳 になるとともに、学校 という集団生活の場に入ってい くことになる。
もとよ り、現代の 日本では、多 くの子 どもたちがすでに就学前 の時期 に保育所(園)や
幼稚 園での集団生活 を経験 してお り、そのことの持つ意味 は大 きい と言わなければなら
ない。
両親が共働 きであるため、保育所(園)育 ちの経験 について触れているレポー トにお
いては、そのことを概 して肯定的に意味づけている ものが多かった。2例 を紹介 してお
こう。 「幼い頃か ら両親が共働 きだったため、小学校 に上がるまではずっと保育園に通
い、小学校 も低学年の内は学童保育 に通 っていた。両親 と過ごす時間が少な く、相対的
に同年代 の他の子 ども達や、保母、保父 さんや学童保育の先生など親以外の大人 とすご
す ことの多かった この時期は、私 という人間の形成に大 きな影響 を与えている。一つに
は親離れの早 さである。(中略)も う一つ は同年代の子 ども達 と過 ごしてきた中で培わ
れた社交性である。(中略)ま た、いろん な友達 と遊 んだ り、学童保育、保育所の先生
からさまざまな経験 をさせて もらったことは、今の私 にとって見に見えない形ではある
が大 きな糧 となっていることは確 かである。」(男子)「私が生 まれた頃は、 まだ世間に育
児休暇 なるものが普及 されてお らず、共働 きの家庭に生 まれた私は0歳 時か ら保育園に
通 う運命 となった。月曜日か ら金曜 日までは午前八時か ら午後六時 まで、土曜 日は午前
八時か ら正午過 ぎまで家庭外で過 ごす とい う習慣がこの頃か ら始 まった。実はその頃の
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記憶はほとんどないのだが、指すいの癖がなかなか治 らなかったとか、毎朝 ぐず って保
育園に行 きたが らなか った等 といったエピソー ドから判断す ると、やはり親の愛情 に飢
えていたのではないかと思 う。(中略)し か し、保育 園に0歳 か ら通 ってい たことで社
会集団への順応能力を早 くか ら身につけることができたの も事実 だ。乳幼児期 と言えば
極めて依存 的で、誰かに頼 っていなければ生 きていけない。そ こで幼か った私は、他人
と上手 く接触す る技術 を体得 していったのだ と思 う。今で もわ りか し集団の中に上手 く
溶 け込めるのは、 この頃に身につけた技術によるところが大 きいと思 っている。そんな
こんなで、保育園 という環境の中で私は無意識のうちに自己教育力 を養 っていたように
思う。」(女子)
1.教師
学校 という集団生活の場で、子 どもたちは、親以外の大人、強い関わ りを持たざるを
得 ない大人に出会 うが、それが教師である。 とりわけ、小学校時代の子 どもにとって、
その人間形成に及ぼす教師か らの影響は大 きいと思われるが、その事実 について多 くの
学生たちが異口同音に述べている。
まず、それらの意見の中で最 も多いのは、教師が 自分 を積極的 ・肯定的に評価 して く
れたことが きっかけ となって 自信 を持つことがで きるようにな り、 よい方向に変 わって
いった、 というものであった。この種の記述はかな り多かったが、それらの中から典型
的な事例 をい くつか引用 してみよう。「小学校3・4年 の頃は怒 られて ばか りだった私
が、5・6年 で担任 になった先生か らは、よ くほめられるようになった。(中略)こ の
時期 に私 は自信を持つようになり、積極的に行動するようになった。」(男子)「自信が持
てないことへの解決法 は、やは り褒めること、励ます ことだろう。事実、私 も絵 を描い
た り歌 を歌 った りするのは好 きではなかったのだが、小学校 の担任の先生に褒め られた
のが原 因で自信が持てるようにな り、だんだん好 きになっていった。これは小学校3・
4年生の頃だったが、この時期 は私の自己形成における大 きなポイン トになるだろう。」
(女子)「小学校 に入 って、私は とてもよい先生 と出会った。その先生 は、け じめ をつ
けるところはつけて生徒 をしかった りもしたが、子供が伸び伸び と育てるようにほめる
ことを忘れない人だった。」(女子)「私は幼い頃、おっとりとした子供だった。良 く言え
ば ぎおっとり』だが、動作が鈍 く、何 をするに してもスローモーで、いわば 「知恵遅れ』
のような状態であった。 また、体 も小 さく、体力 もなっかたので、人よ りかな り成長が
遅かったのだと思 われる。小学校一年生の時の担任 は、そのような私を 『感受性の強い
子』だ と認めて下 さった。人 より動作が遅い分、多 くの ものを見て、聞いて、感 じてい
るのだ と母にア ドバ イスを下 さったこともあったそうだ。 もしも当時、私がただの愚鈍
な子供 だと見な され、落ちこぼれのように扱 われていたらと思 うと、ぞ っとする。今の
自分が あるのは、当時親や先生か ら自分 を否定 されず、認められていたことも大 きいと
思 う。」(女子)
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この他、人間 として、人生の先輩 として尊敬で きる教師に出会った とい う記述 も少 な
くない。教師に人間の理想像 を見いだ したともいえよう。「私が影響 を受けたのは小学
校の高学年の頃お世話になった男の先生である。小学生の少年 にとって、若 い男 の先生
には、一つの男の理想像 を見 てしまうものであ り、今でも私 はその先生 を尊敬 している。」
類似の例 として注 目されるのは、学童保育の指導員 との出会いであ る。「もう一つ、
特筆すべ きことは、学童保育の指導員 との出会いであ る。学童保育 とは、1年 生 から4
年生 までの鍵 っ子 たちを、7時 まであずかって くれる所である。そこの指導員は、教育
熱心 な方で、劇 やペープサー ト、キャンプ、バザー、スポーツ、学童保育内の通信の発
行 など、様々なイベ ン トを考え出して くださ り、 また、1年 生か ら4年 生 まで全員が協
力 してそれに取 り組 むよう指導 して くださった。(中略)身 内以外の大人で、私が心か
ら信頼 した一番最初の人物 である。彼 から何かを学びとった、という訳 ではないが、私
もあんな大人にな りたいな あ… といった、理想の大人像が形づ くられたのは確かなこと
である。」(女子)
その ほか教師か らの肯定的 な精神 的影響 を述べ たものは、小 ・中 ・高校 と非常 に多
かったが、その中で特筆すべ きは、教師の発 した言葉が大 きな支 えとな り、励 ましとなっ
た とい うものである。2例 を挙 げる。ある女子学生は、小学3年 生当時の担任の先生の
「自分が人にされて困ることは、人に対 して もやってはいけません」 とい う言葉 に対 し
て、「非常にあ りふれた、誰 もが一度 は耳 に したことのある言葉である」のに、「あれか
ら十年余 りす ぎた今 も、 こうして明確 に覚 えてお り、かつ、私 という一人の人間に影響
を与 え続けているのだか ら不思議である」 と回想的に述べている。 これ も女子学生だが、
中学3年 生の時のこととして、「『人 と人 とは鏡の ような もの、 こちらからにらめばにら
み返す、 こちらが握手の手 をさし出せば向こうもさし出す』。私が苦 しんでいる時 に、国
語の教師が くれた言葉 だが、私 はその1年 間、この言葉に支えられて きた」 と述懐 して
いる。
上記 のような肯定的諸例 に対 して、当然予想 されることで もあるが、教師 に対するさ
まざまな批判的記述 もなされている。
まず、厳 しす ぎる教師によ り自分 の性格が ゆがんだと認識 している例。「5、6年の
担任 は女性であったが、ひ どく厳 しい教師であった。事 あるごとに叱 られ、わが ままだ
といわれた。そ して、その頃か ら僕 は少 しずつ変 わ り始めた。(中略)そ の頃 は小学生
であ り、叱 られることが とにか く嫌 だったために 『とにか く自分 を教師の前で出さない
ようにすればよい』 とい うような短絡的な思考 に走 って しまった。つま り、教師の前で
『良い生徒』 を演 じていれば、少 な くとも叱 られ ることはない とい う考 えだ。(中略)
小学生にとって学校 の教師 という存在は絶対的であ り、その後の人格形成において大 き
な影響 を与える。その教師が一方的な価値観を押 しつけ、安易に暴力をふるうことに問
題 はないのだろ うか。」(男子)
「僕 は大人が嫌いである。(中略)僕 が大 人を嫌いになった要因、それは教師であ る。
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小 ・中学校時代の先生だ。生徒 によって差別する先生、生徒 に勉強 を教 えるだけが仕事
だ と思 っている先生、偽善者、暴力教師、あげていけばきりが無い。」(男子)
「えこひい きされる」体験 を通 して教師を批判的に見 るようになったという事例。「私
はずっ とえこひい きされる子 であった。(中略)最 初 の頃は気分が よか った し、褒め ら
れるようなこともした。でもあまりにもえこひいきされる と、いかに小学生 といえ ども
気付 く。 これはおか しい と。 『みんな公平 に』 って言 ってるけ ど、そう じゃない。絶対
に先生が間違っていると感 じ、それ以来、教師に対 して不信感 を持つとい うか、人一倍
批判的になった。」(女子)
2.友 人
人間の成長 と発達において、友人か らの影響や友人 との切磋琢磨が大 きな要因になっ
ていることは、一般によく言われているが、学生たちのレポー トにおいて も、その点 に
ついては多 くの記述が なされている。その内容は、千差万別 といえるほど、個性的であ
り、 きわめて多様であるが、敢えてそれらに通底する基本的な特徴 を述べれば、他者で
ある良 き友人に出会ったことによって、自分 に無 いもの を見いだ し、そ こか ら人間 とし
て大事 なものを学ぶことがで きた、 もしその友人に出会 えていなかった ら、現在の 自分
はなかったろう、 というような内容 に要約で きる と思 われる。幼稚園時代か ら、小 ・中
・高校時代、 さらには浪人時代 を通 してさまざまな経験が記 されているが、典型的 と見
なされる生の声 をい くつか引用 してみ よう。
「幼稚園の頃、クラス全員で外でお弁当を食べ ている時に、私は自分のお弁当箱 をひっ
くり返 して しまい、中身 を全部地面に落 とした。その時、仲 良 しの女の子が さっと自分
のお弁当を差 し出 し、半分食べ ていいと言 った。その さりげない優 しさは私の心 を打 ち、
彼女の ような心配 りがで きるようになりたい と思 った。 このことを初め として、彼女か
らだけでな く、多 くの友人との出会い と触れ合いを通 して学 んだことは非常に多い。厳
しい忠告 をくれた り、楽 しい気持ちにさせて くれた りす る中で、私は何かを手に入れて
いる。それが自らを高 めている と確信する。」(女子)「親友 と呼べ る人が年齢 に応 じて何
人かいます。その人たちから、私は多 くの ものを得 ました。他人の 自分 とは違 う考え方
に触れた り、好みや流行などに関 して刺激 を受けた り、共感 した り反発 した り、という
ように、家庭内 とい う狭い区域内に限 られていた自分の生活 を外界 に広げる手助け とな
りました。」(女子)「何 よりも私 という人格形成に一番大 き く働いた外圧は、親(家 族)
を除けば、一人の親友 との出会いである」 と言 う書 き出 しで、中学一年の時に同 じクラ
スになった友人とのことにつ いて次 のように記 している。「私たちは様 々な時 を共 に過
ご し、共に体験 し、語 り合 って思春期を一緒 に成長 していった。彼女 はとて もまじめで、
その努力のおかげで、勉強 にもスポーツにも長けていた。その上、尊敬 するほ ど思 いや
りが強 く、優 しい性格であった。私 はその影響 を受けて、 きつかった性格が丸 くな り、
人を思いやることを知 った。高校生 になってか らも私 たちは親 しくつ き合い、多 くの こ
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とを語 り合いなが ら過 ごした。(中略)彼 女 と語 り合 うことがなければ、私 は今ほ ど深
く物事 を考えなかったであろうし、毎 日を何 となく過ごす ことに慣れ きって しまってい
たであろう。(中略)私にとって彼女 との出会いはまさに人生の宝物である。」(女子)「僕
は今の ところ人生最高の友 を中学の時 に得た。彼 らとはいまだに何か と連絡 をとりあっ
ている。一人一人考え方が違い、性格は本当にば らば らだ。(中 略)そ れぞれ進む道は
違 うが互いに認め合っている。この連中 と一緒 にいると、勉強だけがすべ てじゃないと
思 えて うれ しい。それぞれが刺激 し合 うことによる相乗効果 にはあ らためて感謝 したい
と思 う。」(男子)「高校入学当時、私 はかな り無気力 な生活 を送っていたが、それが少 し
な りともいい意味で方向転換 したのはある友 人のためであった。その友人は我々の学年
の首席 であ り、なおかつ人間的に大人であった。彼のお陰で私は自分 の視野の狭 さに気
づ く事 とな り、取 りあえず学習面においてだけで も彼に近づ こうと思い、結果 として高
校入学 当時の学力 レベル とは桁違いの大学 にこれ た訳であるが、人間性 において彼 に
勝 ったと思 ったことは一度 もない。」(男子)「高校時代 は良い友人と出会えた。学校 の帰
りに寄 り道 をして、親 には言えない悩みを聞いて もらい、その答 えか ら様 々な事 を感 じ、
学 んだ。私 の事 をよく理解 して くれ、励 ま して くれた。(中略)そ の友人がいなかった
ら、現在の自分はいないだろう。」(女子)高 校時代 の友人について、次のように書 かれ
ている。「自分が何 をして よいのかわからない時期 は、夢 に向かってい る友 人に刺激 を
受けた。そ して、同 じ目標 を持つ友人とは、互いに支え合い、悩み を分かち合ったり、
多 くのことを語 りなが ら結 びつ きを深めていった。自分 の思 って もみなかった発想に驚
き、 自分の発想の幼稚 さに情けな く思 った。 自分 と接触 のあった人、一人一人から様々
な影響 を受けて吸収 し、 自己の内面が大 きく成長 した。」(女子)
以上の諸例か らも、人生において よき友 をもつ ことのかけが えなさが実感で きる。
3.そ の他
1)転校
学校時代 の特別 な経験 として、転校 という事実がある。父親の転勤 により、その勤務
地の学校 に変わるという場合が多いのだが、学生たちの レポー トの中にも、転校 を自己
形成の重要な要因として記述 してあるものが4通 あった。典型的な事例 を2つ だけ紹介
してみ よう。まず、その一つ は、自己形成要因の第一の もの として、「二人兄妹の妹」
という 「家族内での 自分の立場」 を挙げた後、 「現在の自分 を形成 しているもうひとつ
の大 きな要因は、父の転勤で何度 も転校 した ことだ。 このことはとて もよかったと思 う。
い くつかの場所 に行 ったことで、視野は広がった」 と述べている ものである。 もう一つ
は、父親の仕事 の関係 で しばしば転居 し、4つ の違 う小学校 に通 ったが、「この経験が
自分 という人問を形成するのに大切 な糧 となったのだ と確信で きる」 と記 しているもの
である。 この人(女 子学生)の 場合は、小学2年 生で初めて転校 した折 には 「人よりも
割 と神経質なところがあった私 は、なかなか新 しい環境 にな じみ きれず、疲れてとうと
20
う熱 を出 して しまった」 りしていたが、何度かの転校体験のなかで精神的に鍛えられ、
「小学校六年生の最後の転校の時 にはすっか り転校 にあたっての心構えができていた。
どのように前 と違 う環境に自分 を適応 させてい くか、 どの ように自分の良い所を徐々に
出 していけば周 りの人たちに受 け入れて もらえるかを、自然 と学んだのである」 として、




生が、自己形成の要因として特筆 していた。その うち、2例 だけを紹介 しよう。 まず、
一人は男子学生で、小学校4年 時に野球部 に入部 し、 さらに中高一貫 の私立校 に入学す
る と、即野球部に入部 し、野球 にのめ り込み、いわゆる野球少年 としての生活を続ける
が、その経験 を次の ように総括 している。「野球部 で過 ごした6年(高 校 も続 けた)は
非常 に重要な期 間であった。厳 しい練習を通 じて培 った忍耐力や基礎体力、 目上の人に
対する礼儀、野球 を共 にやってきた友人等 は、今後 も役立つ、かけがえのない財産だと
思 う。野球部で過 ごした6年 間が、現在の 自分の9割 ぐらいをつ くっているといっても
過言ではないだろう。」 もう一人 は女子学生であるが、 自己形成要因の第三番 目の もの
として、バスケ ッ トボールを挙 げ、「中学 ・高校 とバ スケ ッ トボール部 に所属 していた。
対 人関係 の難 しさや、生活習慣 の形成のほとん どすべ てをバ スケ ッ ト部の活動 で学 ん
だ」 と記 し、その具体的 な内容 を述べ た後で、「バスケッ トの技術以上 に精神力の面で
得 たものは多かった」 と結 んでいる。4例 ともスポーッ系の部であ り、文化部の事例が
記されていなかった点 に、偏 りが見 られるか もしれないが、上記の内容 は、いわゆる部
活のもつ人間形成的な機能について端的に捉えているものといえよう。
3)い じめ
自己形成要因 としての 「い じめられ体験」 を特記 している レポー トは6通 あった。ま
ず、男子学生の例であるが、中学校時代 のこととして 「色白でやせていて、力 もな く運
動神経 もなかった私 は、い じめの格好の対象 になったようだ。入学 して程 な く、Mに
殴 られたの をきっかけに、Mを 中心 とするい じめが始 まった」 とい う書 き出 しで、受
けたい じめの具体 的な内容が詳 しく綴 られた後、「そんな環境 の もとで、僕 は しだいに
言葉 を失 っていった。必要最低限以上のことをしゃべるのは、相手 にい じめるきっかけ
を与 えることになる。目立 たないことが身を守 る唯一の術だった。それか ら感情 を殺す
ことを覚 えた。(中略)思 春期 のこの経験 は、私 に暗い影 をお とした。何事 につけて も
悪い方に、ネガテ ィヴに考 える私 の性格はこの時に形成 された」 と記 し、「私 はこの時
代 を 『暗黒時代』 とよぶ」 と述べている。読んでいて も気持 ちが萎 えて しまいそうな記
述内容だ。次 には、女子学生の もので、小学校低学年の頃、動作が鈍 く、気 も弱かった
ので、クラスの男子数人か らい じめ られ、 「登校拒否寸前 まで追い込 まれた」ことがあっ
たが、中学生 になって またい じめにあい、「初めの頃こそ悩 んだ ものの、当時反抗期 を
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迎えた私 は、たとえクラス全体に無視 されても屈する気 は全 くなかった。初めは強が り
だったが、そのうちに孤独 にも慣れた。そうなると、少 し離れた視点で ものを見 るよう
にな り、群れない と何 もで きない相手の弱さを見れるようになると、い じめはほ とん ど
気にならな くなった」 とい う形で克服 してい った例 である。この他、い じめ られた体験
を通 して、「人のいたみがわかる ようになった」 とい う内容の もの も多かった。その一
例。「小学校2年 のときにはい じめにあった。(中略)そ れか ら何年 もい じめっ子を憎み
続けたが、今では人のいたみがわか るようになって、 よい経験 だった と思 える ように
なった。このい じめ も現在 の私をつ くっている大 きな要因である。」(女子)
4)受 験
「受験」は、現代の青少年 にとって、学校生活における相対的に大 きな比重を占めて
いる。それゆえ、 自分のライフヒス トリーにおける受験 の事実 に触れている レポー トは
少 な くなか ったが、自己形成要因 としてのそれ に自覚的 に言及 した学生は3名 だけで
あった。その内の2つ は明確 に肯定的内容の ものであ り、他の1つ は批判的視点か らの
ものであった。 まず前者 について、その一人は、小学校6年 時 に中学受験のため毎 日塾
に通う生活 をしていた女子学生だが、その経験 を 「受験 とい うと押 しつけのイメージが
強いようだが、少な くとも私 にとっては、『自分 からやる』 という精神 を養 うことので
きた機会だったように思 う。まわ りの友達 も他 の学校の子がいて、少 しずつ違 う考え方
などを知ることができた」 と捉 えている。 もう一人 も女子学生であ り、高校時代、「人
生の一つの節目とも言 える大学受験 に直面」 したが、「私 にとって大学受験 はあまり苦
でなかった。む しろ非常 に充実 した日々を提供 して くれる ものであった。 というのも、
勉強する事が嫌いではなかったし、 また人間科学部へ行って研究 したい とい う明確な目
標があったか らである。大学受験合格を目指 して、毎 日毎 日自分な りに計画をたて自分
自身をコン トロールする力 を身につけていった と思 う。(中略)自 己管理能力 や忍耐力
を養った時期 であったように思 う」 と、その意義 を認識 している。後者の例 は、男子学
生の場合であるが、親の勧めで進学塾 に通い、私立中学に受験 して合格 したが、進学後、
自分 とは違 う 「裕福 な友人が多 く」、彼 らの 「ブルジ ョワ的な感覚」 にな じめず、その
経験から、「次第 に自分 を庶民に近づけ よう、特別であ りた くない とい う感覚が芽生え
てきた。そ して自分 の意志 もな く私立中学へ進学 したことが失敗のように思えて きた」
とい うものである。
5)浪人体験
いわゆる浪人時代の体験 を自己形成要因の一つ として特記 しているレポー トは15通を
数えた。それ らの記述内容は、一人 ひとりの人生史に即 して きわめて多様であるが、敢
えて共通する ものを引 き出す とすれば、その時期の経験を肯定的 ・積極的 に捉えたもの
が多いという特徴 をもっている。その捉 え方 は、「浪人時代 は今 までの人生の中で一番
充実 していました」や 「私 にとって最 も重要な時期 は"浪 人"の 時だった。本当の意味
で 自分 を見つめることがで きた。(中略)自己を形成する とい う点で大 きか ったと思 う」
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とい う共に女子学生の言葉 に端的に表現 されているが、類似の内容のことが異口同音 に
述べ られている。浪人生活 を過 ごした多 くの者が予備校 に通っていたようであるが、そ
こで同 じ境遇の友人たちとの心の交流か ら得 たものが大 きい と述べ られている。例えば、
親元 を離れて、寮付 きの予備校 に通っていた男子学生の場合であるが、 「寮では夜中ま
であれこれ と語 り合 う友達ができ、その友達 と支え合いなが ら乗 りきることができて、
良い財産ができた と思 う」 と記 している。「一年間の浪人生活で生涯の友人 とも思える
友人 を得ることもで きました。浪人は してみるものです」(女子)と い う発言 もあるが、
さらには、高校時代 とは違 う意味で、尊敬で きる教師 と出会 うことがで き、人間として
深い影響 を受 けたという内容 のもの もあ った。なかには しか し、「何 につけて も 『誰 か
と一緒』でなければならなかった性格 を変 えようと一大奮起 し、宅浪(予 備校な どに行
かず、自宅で勉強する浪人生のこと)を 決行 した」者 もいたが、「何 か月 もほぼ一人で
いることに慣れ」ることによって、「幼児期 に築かれた 「誰かに依存する』性格的傾向」
を変 えることができた、 とされている事例 もある。以上には肯定的評価の面が強いもの
を紹介 したが、当然なが ら必ず しもそうでない もの も見 られた。病気のための入 院とそ
れに伴 う二浪生活 を余儀 な く経験 した男子学生の場合であるが、「単純 にいい経験 とし
て捉 えることので きない悪 い面 も」 あるとし、それは 「人生に対す る前向 きさの喪失、
消極性 、無関心な態度の助長である」 と述べている。 さらに、 これは女子学生の レポー
トだが、複雑 な思 いを吐露 した深刻 な内容 のもの もあった。「何故浪人 したのか、 と今
聞かれると、すべ きでなかった、としか答 えようがない。 しか し実際は浪人時代 の持つ
意義 を一 口で言 うことはで きないと思 う」 という書 き出 しで、まず浪人をした原因につ
いて、「自分に対す る過剰評価」等 々の自己分析 を行い、予備校 にもほとんど行かなかっ
た浪人生活 について語 りつつ、「ひ どい孤独の中で、 自分 とは何 か、何故 自分 はこんな
ところにいるのか、 を問い続けていた。そ して私が孤独 と自己嫌悪の中でもう我慢 なら
ないと思 ったときに、1年 も終 わった」 と述べ、「浪人時代 を通 じて私は、特 に自分 自
身に対 して辛辣な目を向け続けることを覚 えた と思 う。その結果私 は冷た くもなり謙虚
にもなった。色々な視点で世の中を見 ることも覚 えたと思 う。そ して分別の重要性 を思
い知 った。(中略)現 在、私の陥 っている状況は、浪人中 に身に付けた ものの膨大 さの
ため、 ともすればそれにひ きず られている状況だと思 う。私の性質に加えて、新たに身
につけたばか りの孤独 に対す る見方、辛辣 さ、そ して柔軟 な物の見方な どと、 どのよう
に折 り合い をつけてい くか、というのが私の当面の課題だと思 う」 と結んでいる。同 じ
浪人体験 といって も、そのことの意味づけは個人 によってこれほど異なるのである。
6)女 子校
以上のほか、学校に関わるものとして特記すべ きは、女子校で学んだことの特 質やメ
リットについての記述内容 である。中高一貫の私立女子校 出身者 は、「6年間この中で
生活 してきて、 自分で何で もや らなければならない とい うことを思い知 らされた。なぜ
なら、共学のように男子 と女子でその能力 に応 じて分担する とい うことがで きなかった
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ので、例 えば文化祭などで、は しごを使 って よじ登 り、展示物 をはるだとか、重い荷物
を1階 から3階 まで運ぶだとか全て自らやらねばならなかったか らだ」 と記 している し、
また、公立女子高校の出身者は 「女子校 とはいえ、そのパワフルさはす ごいものがあっ
た。女の子だけで何 で もできる とい うことを身を持 って体験で きた。生徒会活動 も、学
校行事 もみんな生徒達の ものだった。生徒が 自由に、 しか ししっか りと運営 していた。
女性の 自立の場だった といえる と思 う」 と述べている。女子校は、戦後の共学理念に反




している中から特 に重要 と思われる ものを取 り上げてみよう。
1.阪神大震災
人生には全 く予期 しない出来事 に遭遇する ことがある ものだが、平成7年 度入学の学
生たちは大学セ ンター試験直後 にあの阪神 ・淡路大地震を経験 している。5人 の学生た
ちが、被災地 にあって体験 したことや考えた ことをレポー トの中で記述 している。一人
ひとりがそれぞれ体験 した状況を具体的に詳述 しているが、本稿では、 この中で考えた
ことの内容 を中心に紹介 してみたい。典型的な例 をい くつ か引用す る。「この地震で、
生活 はめちゃくちゃになって しまった。 自然の力の途方 もな く大 きいこ とを知 り、人間
の非力 さを知った。 しかし、非力 なが らも小 さな力が集 まれば大 きな力 となれる、 とい
う協力す ることの素晴 ら しさも同時 に知る ことが で きた。この地震で、友人や恩師 を
失った。人の命について、こんなに考 えたことはなかった。私の価値観や物 の考 え方を
一番大 きく変えたのは、この地震である。」(女子)「大学受験 を控 えた私 にとって、セン
ター試験直後のこの震災 は精神的にもこたえた。取 りあえず勉強 どころではなかった。
(中略)復 興期 においては、代替バ スの係員の人の優 しさ、同乗 した人 との会話 など、
地震前には想像 もつかなかったほど入との触れ合いのあ りがたさを感 じた。自分 は一人
で生 きているのでな く、社会の中で人々 と共にあることを実感 した。」(女子)「私の人格
形成 に多大な影響 を与 えたのは、今年の1月17日未明に起 きた 『阪神大震災』である。
はっき りいって、人生観 さえ変 わってしまったといっても過言ではないと思 う。(中略)
ラジオなどで、 どんどん死者や被害の状況 を伝 える報道を冷静な気持 ちで見 ることはで
きなか った。以前 に北海道南西沖で起 きた地震報道 を見て、他人事 としか思 ってい な
かった 自分が、非常 に恥ずか しく思えた。(中略)私 は受験の最 中であったが、受験勉
強の苦 しさや辛 さが些細なことに思え、一時は大学受験 を断念 しようとさえ思ったほど
に衝撃 を受 けていた。」(男子)以 上 の記述内容は、リア リテ ィにあふれてお り、その事
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実 の重 みと影響力の大 きさを物語っているが、同時 に、この事例は直接体験 ということ
の重要性 を教 えて くれているともいえよう。なぜなら、直接 に被災 していない学生は、
レポー トの中でこの大震災 に一人 も言及 していないか らである。
2.死 の体験
身近 な人の死 について記述 している学生が10名いた。曾祖父、祖父母、父母、兄弟な
どの肉親や、教師や友人などの死であるが、それに直面 し、それについて考 えたことが
自己形成に影響 を及ぼしたとしているものが多かった。典型的な内容のものをい くつか
紹介 してみよう。「自分 とはい ったい何 であるのか といった問題 を自分 自身の手で考 え
始めたのは小学生の頃であった と記憶 している。大本のきっかけは、曾祖父の死であっ
た と推察 され るが、小学生のある時期 に、死んだら一体 その後 はどうなるのだろ うか と
毎晩のように考 えていたことがある。最:初のうちは生物全体の死 に関 して考 えていたの
だが、次第に自分の死について考えるようになった。そ して、 自分 とは何であるかを考
えるようになったのである。 これ らの問題は当時の私の手に負 えるものではなかったが、
この様 な問題 を考 えることは私の精神面 での成長に役立 ったと思 われる。」(女子)「二人
兄妹の末っ子」 とい う 「家族の一員 としての位置」 を第一の形成要因だと述べた後で、
「私の自己形成の要因と考 えられることの第二 として挙 げられ るのは、私が小学三年生
の時に起 こった出来事である。それは、兄の急死である。我が家は、 もともと5人 家族
で、私 には兄が2人 いた。本当に突然の事であった。そのことをきっかけとして、私は
比較的早 くから、人間の死の意味や、生 きていることの、命 を もって生まれたことの尊
さを実感 した」 と記 している。(女子)「私 が大阪大学 の人間科学部 を志望 したことの原
因をた どってい くと、中学2年 生の父の死 にい きつ く。父 は私の人格形成 に大 きく関与
してお り、父の死 はその後 の私の生活 に大 きな影響 を及ぼ しているように思 える。父の
死以来、私 は人の生や死 に興味 をもつ ようになっていた。その頃、『病院で死ぬ とい う
こと』 とい う本が話題 になってお り、担任の教師に勧められて読み、私 は初めてホス ピ
スの存在 を知った。(中略)そ んな時、母の買 った雑誌 をた またま読んでいた ら、ホス
ピスのことを書いたページがあ り、その中で柏木教授のことが紹介 されていた。それで
死 の学問というものがあ り、大阪大学 に行けばそれが学べ ると知って、それまで文学部
の国文科 を目指 していたが、人 間科学部 を第1志 望 とする ようになった。」(女子)三 大
形成要因として、家族(両 親や兄 とのかかわ り)と 学校(教 師や友人からの影響)を 挙
げた上で、「最後に、 自分 を大 きく変 えたのは、死 を知ったことである。高三の夏に、
友人 を交通事故で亡 くし、『人 は死ぬ』 とい うこ とを痛い程 に教 えられた。それまで、
死 とは老人や病人 だけの ものであ り、縁遠い ものであった。まさか自分の身近に起 こる
とは思えなか った し、 ましてやその前 日に笑顔で手 を振 った彼女 に起 こる とも思 えな
かった。(中略)そ れまで興味 のなかった仏教 について学ぶ ようにな り、死 というもの
を自分 な りにではあるが、正面か らとらえる きっかけ となった。自分の死について も、
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現実味 をもって考えられる ようにな り、現代の医療問題や、脳死、臓器移植 、そ して老
人福祉 についてなど、多 くの分野に関心が広がった。そして自分の生活態度が大 きく変
わった。(中略)命 は、いつ終わる ともわか らない ものである。明 日死んで もいいと思
える生 き方 を心がけている。一 日、一 日を精一杯生 きることである」 と述べている(女
子)。以上の記述内容か ら、「死」 は人間にとって根本的な問題 であ り、 これ も直接体験
の重要性 を物語 っている事例 だということがで きるであろう。
3.そ の他
上記のほか、父親の外国勤務に伴 う海外生活 と帰国後の帰国子女 としての経験、比較
的短期のホームステイや一年間にわたる交換留学の体験、また、音楽、 日記、恋愛、宗
教、スポーッ、読書、原 っぱ、海等々を重要 な自己形成要因 として明記 している学生が
お り、それぞれの記述内容には興味深いもの も少 な くないが、すでに紙幅の余裕 も無い
ので、それ らのうちのご く少数だけを紹介 しておこう。
「高校時代 のホームステイ」について次の ように述べ られている。「見た 目が幼い事
もあって、常 に子供扱いされていた私が、初めて一人の 自立 した人間として見 られたの
がホームステイの時であった。 また、それまでの私は服装や行動等を周囲に合わせ る傾
向があったが、ホームステイ先のアメ リカで 「個性を持つのは当然の事』 という考 えに
直に触れた事 によって、多少周囲と異 なっても、 自分の考 えで行動 し、個性 を発揮する
事に自信 を持てるようになった。さらに、ホームステイ中には何度 も 『大学で何 を勉強
したいのか∬将来何 をしたいのか』 と尋ね られた。 『高校生 にもなった ら、 自分の考 え
を持 ち、将来の 目的について考え、その 目的 に向かって行動す るのが当然だ』 という考
えに基づいたこれ らの質問を受けるうちに、 自分 はまだまだそういった事 を深 く考 えて
いない事 に気づ き、反省 させ られた。そのような経験か ら、私 は親か らの自立 を試みる
ようにな り、自分 自身について考 え直 し、いわゆるアイデンティテ ィを見つめ直 し、さ
らに、新たなアイデンティティの確立 を試みるようになった。」(女子)
「水泳 という 『スポーツ』 を通 して、いわば外面的 ともいえる 『肉体』が鍛え られた
だけでな く、内面的な 『精神』まで も鍛えられた。私が小学生であった当時は、塾 に通
うか、私みたいにスポーツスクールに通 うか しなければ、他の学校の生徒 との交流がほ
とんどなかった。私に とって、そのスクールに通い、様 々な個性 を持った人達 と交流を
持つ ことは、マ ンネリ化 した日常の学校生活から解放 して くれるものであったし、私の
心 に新 しい刺激 を与えて くれる もので もあった。」(男子)
「現在の僕 という人間の人格が形成 されて きたいきさつ を考 えてみると、まず小学校
頃か ら読んできた本の影響 をかな り受けてい ると思 う。(中略)僕 が読書 らしきことを
したのは伝記 を読 んだのが最初であった。(中略)続 いて読み出 した小 説は当時の僕 に
はかなり新鮮 なものに感 じられ、僕 は大 きな衝撃を うけた。(中略)小 説の中で は主人
公達は住んでいる世界 こそ違えど、それぞれの境遇の中で自分 自身の存在や人生 につい
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て真剣 に考 え悩 んでいた。そ してその主人公達の無器用だが ひたむきな生 き方に心を打
たれ、僕は自分 の生 き方 について少 しは考えるようになった。(中略)こ の ように今の
僕の人格の中には読書 によって形成 された部分があるのは確かだ。」(男子)
「今 までの自己形成 において非常 に大 きな影響 を与えた ものが 自己の恋愛体験である
と思います。 自分 にとって初恋 と言 える ものはおそらく小学校五年の時であ ったと記憶
しています。(中略)二 番 目の恋愛は、中学一年生の時で した。(中略)恋 愛体験 という
のは、本当に人間を一回 りも二回 りも大 きくして くれるものだ とつ くづ く思います。そ
うこうしている内に高校生 とな り、高校二年生の時にまた新たな恋愛が始まりました。
しか し、今 回の恋愛は今までのものとは異なっていました。それは、今 までの恋愛では
結局告白もしないまま自然消滅 という経過 をたどったのですが、今回はついに告 白を し
たので した。そ して人生 において最初の失恋 とい うものを経験 しました。その時のシ ョッ
クと言った ら、今思い出 しただけで もすごい ものがあ りました。 しか し、今 となったら、
それ も貴重 な経験であったと思い ます。あの経験があったからこそ、今 も恋愛に対 して
真剣になれると思 うし、相手の気持 ちもより分かるようになったと思い ます。」(男子)
「私が中学校 ・高校 と通 った学校 はキ リス ト教 の精神 をもとに した私立校だった。毎
日の礼拝や週一回の聖書の授業で学 んだ様々なことは気づかないうちに私の中に浸透 し
て きている ようである。(中略)中 学 ・高校 と多感 な時期 をキ リス ト教 に触れて育 ったこ
とは、私 とい うものを語 るとき、見落 とせない、とても重要な要素であるようだ。」(女子)
「小学生の頃 をふ りかえってみる」 と、「何 よ りも現在 の自分 をつ くる要 因となった
のは 『学校』ではな くて 『原 っぱ』でした。子供たちのまわ りか ら 『自然』が どんどん
姿を消 していたので、私たちは少 しでも 『自然』 とふれ合お うと必死になっていたよう
な気が します。そ ういった中で、「原っぱ』 は絶好 の(自 己)教 育の場であったと思 い
ます。ただ草 と木が生い茂るだけの何 もない広場で、誰にも教 わらずに自分 たちで 『遊
び』 を考 え出すこ とによって、自己教育力、つまり自分で自分 を教育す る力 も養 ってい
たのではないで しょうか。」(男子)
「私の祖母の家は日本海に面 した所で、長期休暇のたびに遊びにいった。夏は毎年の
ように海岸か ら1キ ロ程離れた所 にある島へ泳 ぎに行 った。底の見 えない深 い海の中を
見ている と何 ともいえない哲学的な気分にな り、生命の神秘や、人生の意味など、 さま
ざまな思いが湧 き上が って くるのである。私が人間科学部に きた動機は 「入間」 につい
て総合的にさまざまな面から学 びたかったか らだが、 この 「人間 とは何か」 という問い
は海の中を見つめるうちに漠然 としつつ も、生 まれて きた問いなのである。生命 は海か
ら誕生 して きた。だか ら不思議 と生命 について考えさせ られた り、波間に漂 っていると、
落ち着いた、どこか懐 かしい気分 になるのであろうか。」(女子)
ある女子学生は、高校生になって始めた 「日記」 について次の ように書 き記 している。
「私は 自分が思ったこ と、感 じたこと、考えたことを明文化することを始めた。 これは
本当に素晴 らしい記録である と、自分で思 う。『日記』な どとい う安 っぽい名前で呼び
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た くない くらいである。(中略)す べてが言葉 に表 されるわけではないけれど、整理 し
なが ら書 きつ くる うちに、 自分 を客観視する もう一人の 自分が現れて、常 に 『自己』 を
保ち続けることができた。そ してその作業が続けば続 くほ ど自己を知 り、確立すること
がで き、自分のことをとて もす きになった。」(女子)
Wむ すび
本論 において、 自己形成の諸要因を学生たちが どのように捉 えているかについて、そ
の特徴的な内容 を、レポー トの記述 に即 して、家族、学校、その他 とい う順序で見て き
た。このことによって、ある程度、現代学生の形成的自己像 を窺わせる特色が示 された
といえよう。 しか し、上記のような叙述形式 を取 ったため、一人ひ とりの自己形成の過
程 を重視 し究明するという課題に取 り組むことはで きなかった。学生たちの多 くが これ
までの成長 と発達の過程 を振 り返 りつつ 自分が大 きく変わった時点 と契機についてそれ
ぞれ個性的に興味深い記述 を残 している。例えば、幼児期には人見知 りで、お となしい
消極的な子 どもだったのが、小学校 に入 り、先生や友達からの一言 とか、ある特定な体
験 とか をきっかけに、見違 えるほど活動的で積極的な性格 になっていったという事例 な
どが多 く報告 されている。その きっかけがいかにして主体的な自己形成 の要因とな り得
たのか とい う問題 は、 きわめて重要な究明課題であると思われる。 しか し、本稿はすで
に指定の紙数を大幅 に越 えていることもあ り、この ような課題 には、機会 を改めて取 り
組みたい と考 える。
また、 レポー トのテーマ(課 題文)の 中に、「『自己教育力』の形成 という問題を も含
めて」 という文言 を入れていたため、多 くの学 生たちが、「自己教育力」 について、個
性的な人生体験 と独 自な思索 に基づいて、固有な論 を多様 に展 開して くれている。その
中には傾聴すべ き内容 のもの も見受けられるが、今回はその検討結果の記述 も割愛せざ
るをえない。
さて、このようなレポー トを学部一回生の夏休みに課 したことの意義 については教師
として事前 にそれな りの意識 をもってはいたが、実際 に学生たちの レポー トを読み進む
なかで、や はりこの課題 をこの時期 に提示 して良かったとい う確信 を深めることがで き
た。そのことを傍証する内容 を幾人かの学生 たちが書いて くれてもいる。 「現在の自分
とそれ をつ くって きた要因を改めて分析す ることで"自 分"に 対する課題がはっ きりし
たように思 う。このように してまた 自己 を形成 してい くのだ と思 う。」(女子)「大学入学
という人生の節 目で、再び自己をふ り返る機会を得 たが、そ うすることによって、 また
大学4年 間の生活 によって、いい方へ 自分を形成で きる要因にで きたら、と思 う。」(女
子)こ れは、母親 との激 しい葛藤 を経験 して きた男子学生の言葉 であるが、「自己形成
史の作成 は私 にとってつ らい ものがあ りましたが、これから進 む道には必要なものだ と
痛感 しました」 と記 されている。 さらに、これは女子学生だが、 自分 とい うものの探究
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を大学4年 間の課題 として設定 し、「自分 を本当 に好 きになれるような自分 に変 えて行
こうと思 う」 と述べた うえで、 「今 まではこの考 えに自信があまり持てなかったが、こ
れを書いているうちに少 し自信がついて きた。(中略)こ のような課題 のおかげで、一
度冷静な立場 に立ち、改めて物事 を新 たな視点か ら見 ることがで きるように思 う」 と記
している。
おわ りに、学生たちが大学生活への抱負や将来への展望 を述べている文章 をい くつか
引用することによって、本稿の締め くくりとしたい。
「大学に入って一番今 までと違 うと感 じるのはやは り自分の責任で 自分 をつ くってい
かなければならない ということである。(中略)勉 強 も含 めて、自分が一番や りたいこ
とを探すことが当面の 自分 の課題であると思 う。」(女子)
「また今、人間科学部 に来て、大学生活 を送るうちに、私の人生に様 々な味つけをし
て くれる出来事 もしくは人々に出会 うだろう。そ して、 もっと 『自己』 とい うものを認
識 してい くはずである。 これか らも、『自分で考 える』ことにより、私 らしい人生を送っ
ていきたい と思 う。」(女子)
「私は、大学生の間にもっと幅の広 い人間になろうと思 う。い ま、私 は自分 を教育す
る、とい うことがわか りかけて きた。いままでは周 りか ら与えられ、成長 してきたが、
自分 からいろんなことを経験 し、成長するとい うことを覚 えは じめている。」(女子)
「これか らも自分 は自分 を形成 し続 けてい くことだろう。(中略)自 分が経験 したこ
とや出会った人か ら何 を吸収するかは、 自分次第である。自分の選択能力 をもっとみが
きあげ、理想像 に近い 自己 を形成 したいと思 う。」(女子)
「これか らの私 の生 き方については、 まだ模索中であるが、今 まで環境 によって形成
された私 を基盤 に、自覚的に選択 し続 けることで、これからの私 を自分で創 っていきた
い。そうした、主体的な意志 こそ、 自己教育力の源泉である。」(女子)
注
1)H,Roth,PadagogischeAnthropologieBd.H,Hannover1971,S,46(平野 正久 訳 『発 達 教 育 学 』、 明 治
図 書 、1976年、43頁)
寺崎 昌 男 編 『教 育 名 言 辞 典 』、 東 京 書 籍 、1999年、268-269頁
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